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本稿の目的は、コロナ禍において本学で行われた

ピアサポートの実践について報告することである。

ピアサポート（peer support）とは同じ学校の生徒のよ

うな仲間関係ある人による支援であり、サポーター

は共感的な聞き手となり、悩み相談や学習支援など

を行う（西山・山本, 2002）。2020年1月から世界中で

蔓延した新型コロナウイルス感染症への対策として、

数多くの大学では遠隔授業が全面的に導入されたが、

学びのサポート体制が整っていたとはいえない状況

であった。そこで、著者は学生スタッフによる、学び

や生活のちょっとした悩みについてメールやZoomで

相談できる遠隔ピアサポートという仕組みを開設し、

2021年11月現在まで運営を続けてきた。心理学の知

に基づく研究実践は、心理学の再現性危機（e.g., 池田・

平石, 2016）にも前向きな示唆を与えると考えられる。

本稿の構成は、以下の通りである。まず、コロナ禍

における大学生が置かれた状況について説明した上

で、学生支援の重要性について述べる。次に、モチベー

ションカウンセリングという研究実践について説明

する。そして、本学におけるピアサポート活動の概

要を述べた上で、初年度、二年度目の実践について

説明する。さらに、ピアサポート活動についての学

生スタッフの感想を紹介する。最後に、総合的考察

として、本実践の意義をまとめる。著者は、本稿が

学生支援や心理学の発展に少しでも寄与することを

願っている。

１．コロナ禍における大学生と支援の重要性

新型コロナウイルス感染症は、死をもたらす恐れの

ある未知の感染症であり、感染性がきわめて高いと考

えられている。厚生労働省がウェブサイト上で公表

した統計によれば、わが国では2021年10月31日時点

で、1,722,325例の検査陽性者が確認され、18,260人が

死亡している（厚生労働省, 2021）。この危機に対応す

るため、世界中の国々で防疫対策が講じられており、

わが国でもワクチン接種に関する政策を推進しつつ、

国民に対して手洗い、換気、密接回避、長距離移動

の自粛といった感染予防行動を呼びかけてきた（厚生

労働省, 2020）。

大学においてもコロナ禍への対応は喫緊の課題で

あった。文部科学省は2020年3月24日の通達におい

て、大学では三密回避の対策が不可欠とした上で、授

業開始の延期や遠隔授業の実施を促した（文部科学省, 

2020a）。文部科学省の4月24日の調査結果によれば、

9割の大学が学生を集めて行う対面授業の開始時期を

延期し、ほぼすべての大学が遠隔授業の実施・検討

すると回答していた（文部科学省, 2020b）。本学にお

いても、2019年度末に遠隔授業のためのFD研修会が

開催され、2020年度には数多くの科目において遠隔

授業が実施された。休校による教育活動の遅延は生

涯年収の低下につながるという教育経済学的な分析

（e.g., 中室, 2021）を踏まえると、コロナ禍において大

学が教育活動を継続したことには大きな意義があっ

たと考えられる。

一方で、コロナ禍初期において、大学が万全の教

育を提供できていたわけでもなかったのも事実であ

ろう。遠隔授業は急速に導入されたが、多くの大学

においてその実施や受講のための機器や環境が十分

に整っていたわけではなかったと考えられる。教員

も当時は、遠隔授業に慣れている人ばかりではなく、

また、授業間での協調や調整が十分になされていた

わけでもなかったため、学生のなかには多すぎる課

題にストレスを感じていた人も少なくなかったかも

しれない。さらに、重要なことに、多くの大学では

そのような学びや大学生活の悩みを気軽に相談でき

る「場」が存在していなかった。深刻な悩みを相談す

る学生相談室や健康管理センター、事務手続きを確

認する教務課はすでに大学にしたが、それらはちょっ
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とした学びや生活の悩みを相談する場とはいいがた

い。また、コロナ禍のために入構が制限された大学

もあり、遠隔での相談を提供することが求められて

いたが、そのような取り組みはコロナ禍初期にはほ

とんど行われていなかったように思われる。

授業外での学生サポートを考えると、学生にとっ

て気軽に相談できる場という点が重要だと考えられ

る。なぜなら、相談は自分の至らなさを想起させたり、

他者への負債感を生じさせたりする（Zee & Bolger, 

2019）ため、できるだけ「重い」相談は避けたいもの

だからである。気軽に相談できるなら、そのほうが

相談しやすいだけでなく、問題が深刻化する前に支

援を提供できる可能性がある。また、遠隔授業、特

にオンデマンド授業では学生は一定期間内に資料や

動画を視聴し、レポートなどの課題に取り組むとい

う主体性が求められる。自己決定理論（Ryan & Deci, 

2000）によれば、主体的動機づけやウェルビーイング

を促進する上では、自律性、有能性、関係性という

3つの基本的心理欲求を充足することが重要となる。

すなわち、学生にとって自分の考えや選択を肯定し、

自信をもたらし、親密な関係を感じさせるサポート

が有効といえる。以上を踏まえると、学生同士で助

けあうピアサポートという仕組みは効果的に機能す

ると考えられる。

コロナ禍以降、ZoomやWebexなどのオンライン

会議システムが急速に普及した。コロナ禍初期にこ

れらを用いた遠隔ピアサポートの実践例はみられな

かったものの、対面での交流が制限された状況下に

おいてはこれらの双方向のオンライン会議システム

が学生支援の効果的なツールになるのではないかと

著者は考えた。実際に、現在では遠隔心理支援の重

要性と展開に関する論文（e.g., 村中・竹林, 2021）が刊

行されている。コロナ禍での遠隔心理支援は有用だ

と考えられる。

２．�社会心理学に基づく心理支援の試み：モチベー

ションカウンセリング

著者はいま教育心理学を専門としているが、もと

もとは社会心理学の動機づけ研究を専門としていた。

社会心理学はさまざまな社会的行動を説明対象とし

て、その背景にある心のメカニズムや前提条件を明

らかにしようとする心理学の基礎的領域である。社

会心理学には、動機づけに関する理論や知見が数多

く蓄積している。例えば、社会心理学の理論を集め

たHandbook of theories of Social Psychologyのパー

トⅢは「動機づけと感情の分析レベル」と名付けられ、

制御焦点理論（Higgins, 1997）、自己決定理論（Ryan & 

Deci, 2000）、暗黙理論（Dweck, 2012）、行動段階マイ

ンドセット理論（Gollwitzer, 1990）など14理論が掲載

されている。やる気に関する悩みを傾聴しつつ、こ

れらの動機づけの理論に基づいて問題をみとり支援

するという実践活動はこれまで行われてこなかった

が、有用な社会的支援へのアプローチだと考えられ

る。著者はこの実践活動を「モチベーションカウンセ

リング」を命名し、提案した。

それでは、モチベーションカウンセリングは既存

のカウンセリングとどのように異なっているのだろ

うか。カウンセリングというと、心の悩みについて

扱う心理カウンセリングという臨床心理学的なアプ

ローチがもっとも主流だといえる。また、市川らは

傾聴や共感的理解、自律支援などの心理カウンセリ

ングの技法を参考としつつ、学習上の悩みを扱う認

知カウンセリングという教育心理学・認知心理学的

なアプローチ（市川, 1989）を提案している。認知カウ

ンセリングは、記憶や認知についての理論・知見に

基づいて、児童生徒のつまずきの原因を知識・学習

方略・学習観（信念）の3層で見とり、改善につなげる

という素晴らしい実践活動である。モチベーション

カウンセリングは、2点においてこれらの活動と異な

る。第一に、悩みの対象が異なっており、モチベーショ

ンカウンセリングは「やる気」についての悩みを扱う。

第二に、基礎とする理論や知見が異なっており、モ

チベーションカウンセリングは社会心理学の動機づ

けの理論や知見に基づく。傾聴・共感的理解・自立

支援を大切にするという点では、モチベーションカ

ウンセリングは心理カウンセリングや認知カウンセ

リングと共通している。

動機づけの心理についての知見は、どのような意味

において有用だろうか。動機づけは人間活動の土台で

あり、その作動原理についての知識は人を導く上で

役立つと考えられる（Ryan & Deci, 2000）。例えば、「～

しよう」という目標意図よりも、「－になったら、～し

よう」という実行意図の形のほうが行動始発や誘惑抑

止などに優れることがメタ分析により明らかにされ
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ている（d=0.65; Gollwitzer & Sheeran, 2006）。重要な

ことに、人々は動機づけがどのように作動するかにつ

いて誤解していることが少なくない（村山, 2014）。例

えば、人々は動機づけを高める要因として報酬をよ

く挙げるが、実際には約束された報酬は活動自体の

楽しさから生じる内発的動機づけを低下させる（Ryan 

& Deci, 2000）。もし人が動機づけの作動原理を誤解

しているなら、目標達成などの動機づけにかかわる

問題を解決することは難しいだろう。動機づけの心

理についての知見は問題の原因をみとり、解決に導

く上で役立つと考えられる。

モチベーションカウンセリングという実践活動は、

学術的にも意味がある。心理学では、2010年中頃か

ら再現性危機（池田・平石, 2016）や一般化可能性の問

題（Heine, 2018）という、学問の根幹にかかわる問題

が提起された。前者は大規模追試などで結果が再現

できないという報告が少なくなかったというもので

ある。後者はこれまでの心理学研究が主に欧米によっ

てけん引されてきたが、錯視のような基礎的な現象で

も、その知見は他の文化圏の人々には当てはまらない

かもしれないというものである。これらの問題へのア

プローチとしては、研究方法をより厳格化した上で、

複数のラボで大規模追試を行うことなどが提案され

ている（池田・平石, 2016）。著者はこの提案に賛成し

つつも、これらの問題が生じた背景には研究者が現象

から遠ざかっていたことも一因ではないかと考えた。

社会心理学者の多くは基礎研究に力を注いできたが、

その知に基づいた実践を自ら地道に行うことはして

こなかった。研究者が自ら研究と実践を往復するこ

とは、認知カウンセリング（市川, 1989）において重要

性が提起されているが、再現性や一般化可能性の問

題を解決する一助にもなる可能性がある。

以上から、モチベーションカウンセリングという実

践活動は、社会的支援において有用であるだけでな

く、社会心理学の動機づけ理論・知見をより確から

しくしていく上でも役立つと考えられる。このよう

な実践はほとんど行われていないのが現状だが、公

認心理師の養成が開始され、その多方面での活躍が

期待されることも踏まえると、この実践を試みるこ

とには意義があるといえよう。

３．奈良女子大学におけるピアサポート活動の概要

このような問題意識から、著者は社会心理学の動

機づけ心理の専門性を活かして、コロナ禍で困難に

直面する学生を支援するというモチベーションカウ

ンセリングの実践を行うことを決意した。本学では

コロナ禍の学生支援策の一つとして2020年6月11日

から「なでしこ基金緊急学生生活支援のための学生ア

ルバイト事業」を募集していた。これは、アルバイト

収入が減少した学生に対してアルバイト機会を創出

し、学生の生活支援を行うとともに、研究成果の発

信に繋げることを目的として、教員の研究における

学生アルバイト雇用に係る経費を、学内公募により

助成するものであった。著者はこの事業に採択され、

遠隔ピアサポートを開始することとなった。

2020年6月29日に、学生スタッフを募集したとこ

ろ、理学部3年生と生活環境学部2年生から応募があ

り、文学部教員である著者を含めた3人で学生支援を

行うことになった。本学は文学部、理学部、生活環境

学部の3学部体制であるため、スタッフは全学部の成

員が含まれていた。同年7月初旬に、スタッフ研修と

して、傾聴や共感的理解、自律支援という認知カウ

ンセリングで大切にされている事項を体験型のワー

クで教示するとともに、「やってのける」という書籍

（ハルバーソン, 2013）を渡し、動機づけ心理の主要な

知見についてレクチャを行った。その後、活動方針

を合議し、7月15日から相談室「奈良女子大学ピアサ

ポート」を開始した。活動内容は学びや日常の中での

ちょっとした悩みについてEメールやZoomで相談を

受けるという遠隔学習支援であり、相談室は週1 ～ 1.5

回のペースで開室した。相談がない時には、利用促

進のための広報会議や支援力向上のためのスタッフ

研修会を行った。

本活動における初期の課題は広報だった。スクー

ルカウンセラーなどの心理支援の専門家は、実際の

支援が有効であるにも拘らず、援助要請はあまり行

われない（e.g., 佐藤・渡邉, 2013）。実際、本活動でも

学内にポスター（図1）を掲示したり、全学のLine連

絡網で情報を流したりしたが、なかなか相談者は集

まらなかった。2020年7月は、本学では遠隔授業が

主体であったため、ポスター掲示しても学生の目に

触れる可能性はほとんどなかったのだろう。著者は、

Twitterのアカウントを取得したり、researchmapの
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ブログ機能を用いたり、担当科目の授業内でアナウ

ンスしたりすることで、オンライン上での広報活動

を行ったところ、利用者が増加していった。さらに、

10月からはピアサポートのTwitterアカウントを開設

し、継続的に広報を行っている（図2）。

当初、本活動は予算上の都合により2020年度で終

了することを予定していたが、学生支援にかかわる

教員や事務職員からの推薦や働きかけがあり、2021

年度も活動が継続できることになった。これを受け、

2021年度は春学期と秋学期の始めに、履修相談会を

企画・実施した。コロナ禍のなかでは、新入生や新

二年生は同級生やサークルの先輩とふれあう機会が

少なく、履修登録についての悩みを独りで抱えやす

くなったことが懸念されたためであった。履修相談

会の参加者数は非常に多く、一定のニーズがあった

と考えられる。また、2021年3月からは、気軽な相談

を促進するため、ピアサポートのTwitterアカウント

で相談箱を設置した。Twitterの相談箱は、匿名で相

談を投稿することができるため、ちょっとした相談

に向くと考えられる。相談箱への投稿は2021年11月

2日現在で89件であり、このような形式での気軽な相

談に大きなニーズがあったと考えられる。

本活動の概要は上記の通りだったが、より詳細な内

容については以下のセクションで述べる。ピアサポー

トの活動は大きく2つに分類できる。一つは、コロナ

禍初期の動揺が大きかった時期に行われた初年度の

個別相談である。もう一つは、コロナ禍のなかで落

ち着きを取り戻し始めた時期におけるTwitter質問箱

への対応である。そこで、本稿ではこれらをわけて

説明する。

４．初年度のピアサポート

初年度のピアサポートの活動は、個別相談だった。

相談メールがピアサポートの公式アドレスに届きし

だい、クライエントの希望に応じて、メールで相談

のやり取りをするか、Zoomでの双方向通話で悩みを

聴くかのいずれかを行った。心理相談では時間の枠

を設けることが標準的であることから、本ピアサポー

トのZoom相談においても30分間という枠を設定す

ることにした。相談がクライエントからのEメールか

ら始まるという手続きになっており、また、ピアサ

ポートの対象は本学学生のみであったため、クライ

エントは自分の名前を明かす必要があり、それが相

談へのハードルになっていたかもしれない。

2020年7月から2021年3月までで、相談メールの

件数は13件、Zoomでのオンライン相談の件数は6件

だった（なお、2021年11月2日現在までの相談メール

は24件、Zoom相談は8件）。相談内容については個

別性が高いものの、主な内容としては以下の通りだっ

た。「レポートの書き方が分からないので、教えてほ

しい」、「課題が多すぎ、心が休まる日がない。どう

したらよいのか」、「このところ不安が強く、あまり

眠ることができなくてつらい」、「自分はこの学部に

向いていない気がする」などであった。これらの悩み

は、クライエントが授業や生活を送ることができて

いるものの、つらさも感じていることを示唆してお

り、これらに早期にケアすることで大きな不適応状

態に陥るリスクを低減しうる可能性が考えられる。

メールでもZoomでも基本的な対応としては、まず、

図2　奈良女子大学ピアサポートのTwitterアカウント

図1　ピアサポートの広報ポスター
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クライエントの悩みに傾聴し、それがもっともなこ

とだと共感的理解を示した。そして、クライエント

が知りたい事項についての情報や意見を伝えた。さ

らに、クライエントの考えや取り組み方がしっかり

したもので、問題解決の力があると思うと伝えると

いうものだった。この対応は、心理相談の基本技法

である傾聴や共感的理解に加え、社会心理学の動機

づけ理論である自己決定理論の自律性・有能性・関

係性の支援（詳細はRyan & Deci, 2000を参照）、社会

的サポートの制御効果性の真実・統制の支援（詳細は

Zee, Bolger, & Higgins, 2020を参照）に基づくもので

あった。また、相談の内容が動機づけ理論にかかわ

るものであると判断された場合には、それに基づく

助言を行った。

以下に2つのケースを示す。それぞれについて、主

訴、問題のみとり、対応方法について述べ、その後

の様子が分かる場合にはその点についても記述する。

　

ケース①〈主訴〉

3000字以上という字数指定がある中間レポート

を提出したが、あとでタイトルや注は字数に含め

ないのが一般的だと初めて知り、確認したところ

200字ほど届いていなかった。未提出扱いになら

ないかと不安になっている。

このケースは入学したばかりの大学一年生であり、

レポートという形式に慣れていなかったため、200文

字足りないことがどれほどの問題なのかが分からず、

不安を感じていた。このような不安はただちに不適

応につながるわけではないように思われるが、早期

にケアすることにより、安心した前向きな学びを促

すことにつながるとも考えられる。

対応としては、クライエントの不安に対して自分

も同じような経験があったことを共有し、共感的理

解をまず示した。その後、「カウンセラーの経験的に

字数が少し足りないくらいで単位を落とすことはな

かったが、授業のことは担当教員にしかわからない

ため、もし気になるなら教員に聞いてみるのもよい

かもしれない。これだけ礼儀正しいメールを書くこ

とができているので、きっと教員にうまく伝えるこ

とができると思う」と統制感を高める言葉を伝えた。

その結果、クライエントから「不安が解消し、感謝

している。教員に連絡してみようと思う」との返信が

あった。Zee et al. （2020） によれば、問題解決への

自己制御行動を促したり、気分を改善したりする上

では、支援者は「クライエントの自分の置かれた状況

を正しく理解したい」という真実（Truth）のニーズと、

「クライエントが自分に状況にうまく対応する力があ

ると感じたい」という統制（Control）のニーズを満た

すような働きかけをすることが効果的であるという。

このケースでの支援は、ちょっとした情報提供と励

ましであったが、クライエントが自ら学ぼうとする

意欲にポジティブな効果を及ぼしたと考えられる。

　

ケース②〈主訴〉

課題、期末試験、レポートでさらに忙しくなり、

しんどいと思うことが多くなった。ずっと課題や

勉強をしているので、家事や趣味にも全然気力が

湧かなくなった。夜遅くまでやっていて睡眠不足

で授業をあまり聞けなくなり、それを補うために

調べ物をしたり内容を確認したりで、また夜寝る

のが遅くなるという悪循環に陥ってしまってい

る。

このケースも入学したばかりの大学一年生であり、

高校から大学での学び方の変化、コロナ禍初期での授

業のオンデマンド化にともなう大量の課題などにつ

いてつらさを感じている。このクライエントは、授

業への出席や課題提出はしっかりとこなしているよ

うであるため、その時点での困り感はそれほど大き

くないように思われる。ただし、睡眠不足や悪循環

を自覚し始めているため、この時点でサポートする

ことは健康的な学びを促すことに寄与するとも考え

られる。

対応としては、まず悩みへの共感的理解を示した

上で、動機づけ心理についての理論・知見に基づく

助言を行った。このクライエントは計画を効率的に

進めることができない点で困難を感じていた。これ

に関連性が高い知見としては、Gollwitzer（1990）の

実行意図があげられる。実行意図とは「～という状況

になったら、―をしよう」というif-then形式の計画で

あり、「―をしよう」という状況を特定しない目標意

図と比べて、行動の始発やパフォーマンスが向上す

ることが示されている。本ケースでは、「時間を区切っ
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て課題に取り組んではどうか。何時になったらどこ

で何を始めるかを計画して、課題に取り組む。それ

ができたら、自分にごほうびをあげる」と提案した。

この他に、「やるべき事を紙に書き出す」や「アウトラ

インを書いた上でのレポート執筆方法」についても助

言を行った。

このクライエントからは、後日、感謝と新たな相

談についてのメールが届いた。課題等で時間が足り

ないという悩みは解消していなかったが、睡眠不足

については改善していた。相談にまったく効果がな

いと思っていたのなら、ピアサポートを再度頼るこ

とはなかったと考えられるため、支援には一定の効

果があったと思われる。実行意図による介入は、目

標達成行動を促すために行われることが多いように

思われるが、本ケースのように課題遂行の不安や生

活サイクルを改善する上でも役立つ可能性が考えら

れる。このような目的での実行意図を応用する基礎

研究が今後求められるといえる。

クライエントからの相談は多様であったが、悩みを

聴き、その背後にある原因や心理をみとる上で社会

心理学の動機づけの知見は役立ちそうだという手ご

たえが感じられた。また、大学生の悩みのいつかは

教師やアルバイトの同僚たちの配慮不足に起因する

ものがみられたが、それらは相手を尊重しながら自

分の気持ちを伝えるアサーションや要請技法といっ

た社会心理学の知見が有用であるようにも思われた。

ピアサポートがクライエントにとって有用であった

かどうかを知るため、2020年9月に利用者アンケー

トを実施した。本調査は、グーグルフォームによる、

匿名形式であった。

その結果、9名の利用者から回答が得られた。調査

項目ごとの回答の分布を図3に示す。「また困ったこ

とがあったら、利用したい」や「全体的にいうと、相

談してよかったと思う」というサービスの満足度の項

目では9割ほどの利用者から「そう思う」というもっと

も高い評価が得られた。また、「スタッフは、親身に

なってくれたと思う」という項目では、すべての利用

者から「そう思う」という高い評価が得られた。これ

らの結果は、ピアサポートの学生スタッフがクライ

エントに親身に対応し、相談への高い満足感が得ら

れたことを示唆する。一方で、「スタッフからの助言

は、悩みや問題の解決に役立った」や「悩みや問題に

対応する手立てを知ることができた」では「そう思う」

の回答が8割ほどに留まり、「相談することで、やる

気がわいてきたと思う」や「ピアサポートを利用して、

不安は和らいだと思う」では「そう思う」の回答が4 ～

6割ほどだった。これらの結果は、ピアサポートから

伝達された解決策の有用性はある程度評価されてい

たものの、それによる問題解決効果には個人差があっ

たことを示唆する。助言や介入については、改善の

図3　ピアサポートの利用アンケート（2020年9月実施。N＝9）
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余地があると考えられる。

まとめると、初年度はクライエントの問題が深刻

化する前に、個別的に支援ができた点で評価できる。

コロナ禍による混乱が大きく、誰にも相談すること

ができずに悩みが深刻であった2020年前半に、この

ような支援を届けることができたことには一定の意

味があったといえよう。また、社会心理学にもとづ

く心理支援の実践を行うことで、問題のみとりや解

決の提示が効果的なものとなると考えられる。この

ような実践活動は、現象に接近し、新たな研究課題

を発見する上でも役立つ可能性がある。

５．二年度目のピアサポート

2020年度末に、相談件数の増加を目的として、

Twitterの相談箱を設置した。この相談箱は、匿名で

の投稿が可能であり、メールのような導入や文末の形

式的な文章が不要で、用件のみを単刀直入に書ける

という特徴がある。これらの特徴はクライアントの

相談への心的負荷を減らす上で有効であり、相談の

件数を増やすのに役立つと考えられた。実際、2021

年3月15日から同年11月2日の7か月半の間に、89件

の相談が質問箱に寄せられた。2020年7月中旬から

2021年3月までの7か月半で、メール個別相談が13件

だったことと比べると、非常に多くの相談が寄せら

れるようになったといえる。

質問箱には、どのような質問が寄せられたのだろ

うか。相談の件数が多かったことから、それらを一

定の基準から分類し、統計的な傾向を見いだすこと

に意義があると考えられる。学校心理学では、児童

生徒への支援を4つの領域から捉える視点がある（石

隈, 2004）。すなわち、学習、心理・社会、進路、健

康の4つである。学習とは、授業や学びに関する内容

である。心理・社会とは、心や人付合いに関する内

容である。進路とは、将来や就職に関する内容である。

健康は、心身の健康状態や不安に関する内容である。

本稿ではこの4つに「その他」を加えて、2021年8月18

日までに投稿された82件の相談を分類した。その他

には、先のどれにも当てはまらない相談、履修登録

についての確認、ピアサポートへの応援などが含ま

れていた。結果を図4に示す。

相談の件数が多かったのは心理・社会（28%）、学習

（21%）であり、ピアサポートが学習や日常のちょっと

した悩みの相談に利用されていたことが示唆される。

一方で、進路（7%）や健康（5%）についての相談は少な

かったといえる。これらに関する相談は、匿名の相談

箱ではなく、信頼関係のある親密な人に対して行うの

かもしれない。もっとも件数が多かった分類は「その

他」（39%）であった。これは、相談内容の多様さの現

われでもあるが、他に2つほど理由が考えられる。一

つには、ピアサポートを介さない、投稿者間のやり

取りが発生したことがあげられる。ある人の悩み相

談に対して、別の投稿者が励ましやアドバイスを質

問箱に書き込んだというケースがみられた。このよ

うなことは、個別対応のメール相談では発生しない

ものである。もう一つには、その時々の話題のトピッ

クへの意見表明が発生したことがあげられる。例え

ば、本学は法人統合や教養科目のワンパッケージ化

などを行う可能性があると発表したが、それらのト

ピックについての意見や不安がいくつも寄せられた。

このような意見交流は不安低減に寄与した可能性が

ある。

Twitterの質問箱を設置したことの成果としては、

まず、非常に多くの相談が寄せられたことがあげら

れる。質問箱の利用は、匿名で行うことができ、本

題を単刀直入に記載でき、感謝を伝えるための返信

が不要であるなど、心的負担が相対的に小さい。特に、

日本人は他者からの支援によって感謝感情だけでな

く、負債感情を抱くこと（吉野・相川, 2018）が指摘さ

れていることから、匿名での相談による負担軽減は

深刻でない小さな困りごとをもつ人々への支援では

有効かもしれない。また、質問箱では他の人の相談

をみることができるが、これが第三者への間接的な

支援になっていた可能性もある。例えば、履修登録

で分からないことがあるが、質問する勇気が出なかっ図4　質問箱に投稿された悩みの種類（N＝82）
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た人は、それに関連した質問箱のやり取りをみて、悩

みが解決したということもあるかもしれない。この

ように第三者のエピソードをそれとなく伝えるとい

う支援は「みえない支援（invisible support）」と呼ばれ

るが、被支援者の心的負担が小さいことが明らかに

されている（Zee & Bolger, 2018）。他の人々の悩みを

みることができるという質問箱の特性は負担軽減に

有効だと考えられる。さらに、数多くの相談が集まっ

たことは学術研究としても意義がある。社会心理学

者は基礎研究に専念する人がほとんどで、現実場面

でどのような悩みがあり、それらを効果的に解決す

るにはどうしたらいいかについて関心を払ってこな

かった。ピアサポートの質問箱は、現実場面での悩み

が多く寄せられており、研究者が現象に近接するこ

とを可能にする。市川（1989）が指摘したように、研

究者が研究と実践を往復することは研究をより確か

に、より豊かにすると考えられる。

ただし、質問箱を設置したことにより、いくつか

の課題も提起された。まず、匿名相談であるため、

追跡調査が不可能であったことがあげられる。この

ため、カウンセラーが行った支援がクライエントに

どのように受け取られ、どのような効果を生み出し

たのかを知ることができなかった。このことは、サー

ビス改善や研究実践にはなりにくいことを意味して

いる。また、Twitterの質問箱が設置された以降では、

メールでの個別相談やZoomでの対話を希望する人が

大幅に減少したことも課題としてあげられる。個別

相談が減少した背景には、コロナ禍の深刻さが低下

し、対面授業が行われるようになり、人間関係を形

成しやすかったため、深刻な悩みをもちにくかった

可能性も考えられる。しかしながら、どのような状

況でも深刻な悩みをもつ人々は一定数存在するため、

質問箱の設置により負担の多そうな個別相談の利用

が阻害されたという可能性は高いと考えられる。そ

のような人々に対して、個別相談を促進するための

働きかけが今後必要とされる。

６．学生スタッフの感想

ピアサポートは、支援を受ける学生にだけ利益が

あるわけではなく、学生スタッフ自身にとっても有

益な側面があると考えられる。例えば、人を支援す

ることによる、自分自身の幸福感の向上、対人援助

スキルや心理学的知識の深化などが考えられる。こ

の点について示唆を得るため、2名の学生スタッフに

聞き取り調査を行った。聞き取りでは「ピアサポート

のスタッフをやってみて、よかったと思うことや学

びになったことを教えてください」という質問に回答

を求めた。以下に回答を示す。

　

ピアサポーターとして活動する事は一見、誰か

のためにやっているように見えるが自分のために

している事であり、自分への自信がついた。自分

が相談に乗ることで相手が感謝してくれたら、自

分を人の役に立っているという自分価値を再確認

できた。また、心理学について学ぶことにより、

自分の普段の勉強においてもやる気が向上し、自

己否定の感情が少なくなり、充実した毎日を過ご

す事ができた。この活動に参加して、本当に良かっ

たと思う。

　

今までは自分が考えていることを文章化して誰

かに伝えることが苦手であった。しかし、ピアサ

ポートの活動を通じて、自分の意見が必ずしも間

違いや誤りではなく、ゆっくりでもよいから伝え

ることが大切だと気付き、少しずつ自分の意見が

伝えることができるようになった。また、他の

スタッフの傾聴する姿勢がとても温かく話しやす

かったのもあり、聴く姿勢が相手に与える力の大

きさを知ることができた。

前者は2020年9月時点の感想であり、コロナ禍で

学生が大きな混乱と不安を抱えていた時期であり、

個別の相談対応だけを行っていたため、他者をサポー

トしていた実感が強く、このような感想が述べられ

たのだと考えられる。後者の感想は2021年11月時点

のものであり、スタッフは対人援助の経験を積み、

コロナ禍の混乱が落ち着きつつあり、Twitterの匿名

相談箱への対応が多くなってきたため、スタッフの

感想は自身の成長に焦点があてられたものになって

いたと考えられる。これらの感想は、予想と一致し、

ピアサポート活動が学生スタッフ自身にとっても対

人援助や心理学の学び、自己の成長、幸福感につな

がっていたことを示唆している。これを踏まえると、

ピアサポート活動は公認心理師などの対人援助職を
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目指す学生にとって資質・能力を伸ばすためのよい

場として機能すると考えられる。

７．総合的考察

最後に、本実践について総括を行う。コロナ禍初

期の混乱のなかで、遠隔ピアサポートを行ったこと

は学生にとっての学びの支援に寄与したと考えられ

る。2020年前期に寄せられたメール相談やZoomでの

対話、授業の感想をみると、大学での学びに不安を感

じ、多すぎる課題のために不適応状態に陥りかけた

学生は少なくなかったように思われる。特に、コロ

ナ禍初期に入学した大学一年生にはそのような人々

が相対的に多かったと考えられる。ピアサポートは、

悩みを傾聴し、共感的理解を示し、大学での学び方、

効果的な計画、考え方などを伝えることで、被支援

者の不安や負担感を和らげたと考えられる。ただし、

コロナ禍の深刻さは現在ではかなり低下しているこ

とから、遠隔ピアサポートの必要性は薄れつつある

かもしれない。

著者がモチベーションカウンセリングという実践

を行った背景には、心理学における再現性や一般化

可能性の危機を前向きに乗り越えたいという考えが

あった。実践に取り組んでみて、クライエントの抱え

る問題を解決していく上では社会心理学の動機づけ

研究の知見が大いに参考になると感じられた場面が

たびたびあった。また、現象を間近で観察することで、

これまでの基礎研究では扱われてこなかった新しい

現象や問題に気づくという場面もあった。心理学者

が実践のフィールドに身を置き、基礎と実践を往復

することは再現性問題や課題発見に寄与するといえ

る。さらに、このような実践では広報も重要になるが、

社会心理学の知見は広報活動を効果的に行う上で役

立つ。広報を工夫しながら行うことは、社会心理学

を応用する力を磨くことにもつながる。このように、

心理学者が実践に関わることにはさまざまな利益が

あるといえよう。ただし、これらの目的からすると、

匿名相談箱よりは、個別相談の対応のほうが適して

いるかもしれない。

人がその可能性を発揮し、物事に主体的に取り組む

か、疎外されて、無気力に生きるかは、社会的な環

境や支援が重大な影響を及ぼす（Ryan & Deci, 2000）。

よりよい環境や支援を考える上では、動機づけの心

理を理解することがきわめて重要である。社会心理

学者が対人援助の実践に参画していくことは、応用

的にも学術的にも意義深い取り組みであると考えら

れる。この問題意識を共有する研究者が増えること

を心から願っている。
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